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令和７年度予算を可決
　第１回定例会（３月）

町政を問う

常任委員会の活動
議会の活動

審議ピックアップ

リラ街道を一番歩いた私達

主な内容

新たな学園のスタート
【 上湧別学園開校式】
新たな学園のスタート
【 上湧別学園開校式】

町政を問う！！
議員７名が９件の一般
質問を行いました。

町政を問う！！
議員７名が９件の一般
質問を行いました。
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令和７年度予算を可決令和７年度予算を可決
～総額１４７億８，３４０万円～～総額１４７億８，３４０万円～

令和７年令和７年
第１回定例会第１回定例会

　令和 7 年第１回定例会は３月５日に開会し、町長から新年度の町政執行方針、教育長から
教育行政執行方針が述べられ、令和 6 年度各会計補正予算、条例の制定および改正、令和
7 年度各会計予算など、町から議案等３８件、議会から議案等６件が提出されました。
　また、一般質問等を含め審議を行い、８日間をもって 3 月 1２日に閉会しました。

新庁舎住民投票請願は不採択新庁舎住民投票請願は不採択
　『みんなで湧別の明日を考える会』から提出され
ていた新庁舎建設に係る「住民投票の実施を求める
請願書」について、審議が行われ賛成少数で不採
択となりました。（関連記事は５ページ）

　湧別町の１年間の収入や、まちづくり、福祉、教育、
道路や施設の整備、役場運営などに要する経費（一般
会計）は、108億8,700万円、国民健康保険や介護保険、
水道、下水道の整備などに要する経費（特別会計）の合
計額は、38億 9,640 万円として、令和７年度の収支予
算案が提出され、議会の予算審議を経て、全会一致で
原案可決しました。

会　計　名 ７年度当初予算額 ６年度当初予算額 比　　較

一般会計 108 億 8,700 万円 102 億 5,200 万円 6 億 3,500 万円増 6.2% 増

国民健康保険特別会計 14 億 5,030 万円 14 億 8,640 万円 3,610 万円減 2.4% 減

後期高齢者医療特別会計 1 億 8,150 万円 1 億 8,440 万円 290 万円減 1.6% 減

介護保険特別会計 11 億 5,820 万円 11 億 5,400 万円 420 万円増 0.4% 増

水道事業会計 3 億 2,390 万円 2 億 6,980 万円 5,410 万円増 20.1% 増

簡易水道事業会計 1 億 5,340 万円 1 億 3,370 万円 1,970 万円増 14.7% 増

下水道事業会計 6 億 2,910 万円 6 億 710 万円 2,200 万円増 3.6% 増

合　　計 147 億 8,340 万円 140 億 8,740 万円 6 億 9,600 万円増 4.9% 増

各会計予算額
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事業名 事業費 内　容
分譲団地造成事業 3,480万円 旧湧別小学校跡地に分譲住宅を造成するための測量設計を行います。

新庁舎等整備事業 1億7,769万円 新庁舎建設および中湧別小学校校舎の改築に係る基本設計・実施設計を実
施します。

定住住宅取得奨励補助事業 2,780万円 町内において住宅を新築または取得する方に費用の一部を補助します。

民間賃貸住宅等取得補助事業 1,436万円 民間賃貸住宅の建設および中古住宅の賃貸住宅化に対し補助を行います。

公設塾開設・運営事業 243万円 湧別高校魅力化の一環として公設塾を設置します。
【開設時期：令和７年 10月予定】

湧別高等学校学生寮整備事業 8,070万円 湧別高校卒業生より今年度ご寄附いただく予定の学生寮の備品、外構の整
備を行います。

高齢者福祉施設等整備事業 1,524万円
福祉施設の設備整備に対し補助を行います。
・非常用自家発電設備整備補助～湧愛園・ちゅーりっぷの里
・冷房設備（エアコン）整備補助～湧別オホーツク園・湧愛園・ケアハウ
ス来夢

乳児等通園支援事業
（こどもだれでも通園制度） 541万円 認定こども園等に在籍していない児童に対し、遊びおよび生活の場を与え、

保護者に対する情報提供、助言等の援助を行います。

芭露保育所整備事業 6億4,010万円 建物が老朽化した芭露保育所の改築および放課後児童クラブを設置します。

医療施設等整備補助事業 1,720万円 ゆうゆう厚生クリニック、曽我病院、佐々木歯科医院の医療施設等の整備
に対し助成を行います。

地域医療維持費事業 3,303万円 地域医療に欠かすことのできない入院病床を維持確保するため、曽我病院
に対し補助を行います。

遠軽地区連携地域広域事業 5,315万円
遠軽厚生病院に対し、地域センター病院としての診療機能維持を図るため、
遠軽町・佐呂間町と共に支援を行います。
・遠軽厚生病院財政支援負担
・医師確保対策事業

帯状疱疹予防接種費用扶助事業 192万円
帯状疱疹ワクチンの接種費用の一部を助成します。
・生ワクチン　（1回接種）　4,000 円
・不活化ワクチン（2回接種必要）　1回当たり 10,000 円

一般廃棄物最終処分場整備事業 6億955万円
遠軽地区広域組合が実施する一般廃棄物最終処分場の施設整備に対し、遠
軽町・佐呂間町と共に負担します。
【事業期間】令和 5年度～ 7年度　【建設場所】湧別町福島

バイオガスプラント整備事業 2億4,000万円 オホーツク湧別バイオガス㈱が福島地区に建設するバイオガスプラントに
対し、町内での環境負荷低減を目的とした上乗せ補助を行います。

バイオガスプラントエネルギー利活
用事業 1,100万円 バイオガスプラントで発生する余剰エネルギーを有効活用するため、事業

性調査を行います。

船揚場整備事業 8,000万円 老朽化した中番屋地区導船物揚場の改良を行い、施設の機能向上および長
寿命化、漁労作業の安全性確保を図ります。

コインランドリー整備事業 4,258万円
文化センターＴＯＭ周辺の活性化策の一つとして、コインランドリーの整
備を行います。
【開設時期：令和８年４月予定】

公営住宅整備事業 9,900万円 老朽化の進んだ緑町団地の公営住宅 1棟 3戸を建替えします。

遠軽地区広域組合消防庁舎整備事業 3,788万円 消防庁舎の老朽化に伴う施設整備に対し遠軽町・佐呂間町と共に負担しま
す。

防災行政無線等整備事業 1億9,940万円 平成 20年度に整備した湧別地区の防災情報伝達システムを移動系デジタ
ル防災行政無線に更新します。

公共施設照明ＬＥＤ化事業 5,711万円

水銀灯の製造禁止および、脱炭素社会への取り組みとして、公共施設の照
明 LED化を行います。
・湧別児童センターおよび湧別認定こども園
・地場産品加工センター
・文化センターＴＯＭ
・武道館
・中湧別ゲートボール場

文化センターＴＯＭ外壁改修事業 1,810万円 老朽化した外壁の補修工事を行います。

レバンガ北海道スポーツ推進事業 257万円
レバンガ北海道との包括連携協定により次の事業を行います。
・少年団、中高バスケットボール部の指導等
・町内学校訪問
・町主催のスポーツ振興事業への参加

（1万円未満切捨て）令和７年度一般会計予算の主な事業	
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料
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一般会計補正予算の主な内容	 	 	 （1万円未満切捨て）

事業名 補正額 内　容
給与費 △1,815万円一般職時間外手当の執行残等による減ほか
ふるさと納税支援業務 △1億1,476万円寄附金の実績見込みによる減

空き家対策事業 △1,597万円空家等除去推進事業、空家賃貸住宅化支援事業の実績見込みによる減
物価高騰重点支援事業 △1,432万円給付金の実績による減
定額減税補足事業 △3,115万円給付金の実績による減
ごみ焼却施設整備事業 △1,677万円遠軽地区広域組合負担金の確定見込みによる減
バイオマス事業 3憶2,639万円バイオガスプラント整備事業補助金の追加による増
町有林管理事業 △3,578万円町有林事業、作業路補修工事の執行残による減
漁港整備事業 △4,376万円北海道の補助金調整により年度繰越となったため減
土木車両購入費 △6,662万円除雪車両購入台数の減（２台→１台）および入札執行残の減
遠軽地区広域組合負担金 △1,407万円遠軽地区広域組合の負担金確定見込みによる減

令
和
６
年
度
補
正
予
算
の
可
決

　

一
般
会
計
ほ
か
特
別
会
計
の
補
正
予
算

が
提
出
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

※
そ
の
他
の
議
決
案
件
は
次
ペ
ー
ジ
に

記
載
。

令和６年度各種会計補正予算	 	 	 （1万円未満切捨て）

会　計　名 補正回数 補正額 補正後予算額
一般会計 11回目 △2億8,939万円 108億4,226万円
国民健康保険特別会計 4 回目 △714万円 14億8,430万円
後期高齢者医療特別会計 1 回目 △793万円 1億7,646万円
介護保険特別会計 4 回目 249万円 11億9,855万円

水道事業会計 収益的支出
3 回目

334万円 2億4,444万円
資本的支出 △58万円 2,861万円

簡易水道事業会計 収益的支出 2 回目 649万円 1億1,739万円

下水道事業会計 収益的支出
2 回目

△1,293万円 3億7,213万円
資本的支出 △3,115万円 1億9,114万円

住民投票の実施を求める請願書は不採択住民投票の実施を求める請願書は不採択
　第４回定例会において、「みんなで湧別の明日を考える会」から提出された「住民投票の実施を
求める請願書」について、付託を受けた総務厚生常任委員会高田映二委員長から、委員会として「採
択」との報告があり、質疑・討論後に議員全員による採決を行った結果、賛成少数で不採択となり
ました。討論の内容は次のとおりです。

●住民 2,057 名の署名は大変重く尊重す
べき。
●重要なものは、住民投票をやってこそ住
民の意思が反映される。
●住民への説明が不足している。
●庁舎や施設の整備を物価高騰で断念し
ている市町村がたくさんある。

●庁舎建設は維持管理費用の増大、指揮
体制の複雑化など問題解決の一丁目一
番地である。

●議員が住民を代表し、十分な議論を重
ねた上で最終的な議決を行うことが議会
のあるべき姿。
●今年は町長選挙が行われ公約を通じて
民意を確認できる。

●町の財政は長期的に考えて問題がない。

住民投票に賛成の意見 住民投票に反対の意見
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条例

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び次世代育成支援対策推進法の一部を改正す
る法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
　上記法律の改正に伴い、町の関係する条例を改正するため制定するもの。

原案可決

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
　刑法等の一部を改正する法律の施行に伴い、町の関係する条例を改正するため制定するもの。 原案可決
督促手数料の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
　督促手数料の廃止に伴い、関係する条例を改正するため制定するもの。 原案可決
湧別町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
　乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準の公布に伴い、条例を制定するもの。 原案可決
湧別町保育所条例の一部を改正する条例の制定について
　保育所において、こども誰でも通園制度を実施するため制定するもの。 原案可決
湧別町立認定こども園条例の一部を改正する条例の制定について
　認定こども園において、こども誰でも通園制度を実施するため制定するもの。 原案可決
湧別町職員の旅費支給条例の一部を改正する条例の制定について
　国内の宿泊料金高騰に伴い、定額宿泊料を超えた宿泊に対する実費支給を行うため制定するもの。 原案可決
湧別町学校給食センター条例の一部を改正する条例の制定について
　学校数の減少による学校給食運営委員の上限人数を改正するため制定するもの。 原案可決
湧別町寿の家及び福祉の家条例及び湧別町地区会館条例の一部を改正する条例の制定について
　錦研修センターの廃止に伴い、錦寿の家を地域集会施設とし、名称を錦研修センターに改めるため制定するもの。 原案可決
湧別町営バス運行条例の一部を改正する条例の制定について
　中湧別・佐呂間線への第３便追加、上湧別学園開設に伴う停留所名称等の変更のため制定するもの。 原案可決
湧別町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の改正に伴い制定するもの。 原案可決
湧別町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業等の運営に関する基準の改正に伴い制定するもの。 原案可決
湧別町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
　介護保険法施行規則等の改正により、地域包括支援センター運営協議会の定義規定の引用条項が改正されたため制定する
もの。

原案可決

湧別町地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
　介護保険法等の改正により地域包括支援センターの職員に係る基準等が改正されたため制定するもの。 原案可決

人事

オホーツク町村公平委員会委員の選任について
　令和７年３月３１日をもって任期満了となるため、訓子府町佐藤明美氏を委員に選任するもの。 同　意
人権擁護委員の候補者の推薦について
　令和７年６月３０日をもって任期満了となるため、中湧別中町岩井小百合氏を委員に推薦するもの。（再任） 適　任
人権擁護委員の候補者の推薦について
　令和７年６月３０日をもって任期満了となるため、上湧別屯田市街地江田基氏を委員に推薦するもの。（再任） 適　任
人権擁護委員の候補者の推薦について
　令和７年６月３０日をもって任期満了となるため、緑町多田惠美子氏を委員に推薦するもの。（再任） 適　任

その他

名誉町民の顕彰について
　元湧別町議会議長渡邊正利氏を名誉町民に顕彰するため議決するもの。 原案可決
湧別町過疎地域持続的発展計画の変更について
　計画に事業を追加するため議決するもの。 原案可決
新町まちづくりビジョン（新町基本計画）の変更について
　財政計画の計画期間を延長するため議決するもの。 原案可決
町道の路線認定について
　芭露海岸支線道路を新たに認定するもの。 原案可決
町道の路線変更について
　町道 32号線道路を使用実態に合わせ路線延長を変更するもの。 原案可決

議会提出

住民投票の実施を求める請願書
　「みんなで湧別の明日を考える会」から提出された「住民投票の実施を求める請願書」について、総務厚生常任委員長より
報告を行った後、採決を行った。

不採択

湧別町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　刑法等の一部を改正する法律等、関連する法律等の改正に伴い制定するもの。 原案可決

厚生年金への地方議会議員の加入のための法整備を求める意見書 原案可決
えん罪被害者を速やかに救済するために再審法改正を求める意見書 原案可決
議員の派遣について
　3月定例会以降、来年3月定例会までの間、議員の出張の取り扱いを議長に一任するもの。 承　認
閉会中の所管事務調査等の申出
　総務厚生常任委員会　1) 健康診断事業の実施状況について
　　　　　　　　　　　2) 保健福祉センターの利用状況について
　産業文教常任委員会　1) 義務教育学校（上湧別学園）の運営について
　議会運営委員会　　　次期議会の会期日程等議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項

承　認

審 議 結 果 一 覧
Result of Deliberations

令和７年令和７年
第１回定例会第１回定例会
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Q A

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

下
田
議
員

　
近
年
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
に
関

す
る
報
道
が
相
次
ぎ
、
そ
の
対
策

の
必
要
性
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

下
田
議
員

　
本
年
度
末
に
閉
校
と
な
る
上
湧

別
地
区
の
４
小
学
校
の
う
ち
、
上

湧
別
小
学
校
の
有
効
活
用
と
し

て
、
近
年
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
高

ま
り
を
背
景
に
、
廃
校
施
設
を

キ
ャ
ン
プ
体
験
場
と
し
て
整
備
す

令和７年３月開会の第１回定例会において、７人の議員から質問令和７年３月開会の第１回定例会において、７人の議員から質問
があり、理事者の答弁は次のとおり。（質問と答弁は要約）があり、理事者の答弁は次のとおり。（質問と答弁は要約）

１　下田英人　議員　　① 職場環境の点検・見直しについて
　　　　　　　　　　　② 閉校後の小学校活用について
２　関野一良　議員　　① 子育て支援策の検討状況と給食無償化について
３　高田映二　議員　　① 旭川・紋別自動車道、遠軽上湧別道路について
　　　　　　　　　　　② デジタル教科書について
４　檜山洋一　議員　　① 町有林の森林由来クレジットの創出について
５　村川勝彦　議員　   ① 遠紋地区の金試掘調査及び禁止農薬の埋め立てへの対応について
６　酒井純一　議員　　① 耐用年数が過ぎ老朽化した水道管基幹管路の改修について
７　小形秀和　議員　   ① 湧別町公共施設再配置実行計画について

　
ま
ず
、
庁
舎
内
に
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
室
等
の
専
門
部
署
は
存
在

す
る
の
か
。
存
在
す
る
の
で
あ
れ

ば
詳
細
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
今
後
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
不
正
、

不
適
切
行
為
へ
の
適
切
な
対
策
の

た
め
の
、
専
門
部
署
の
必
要
性
へ

の
考
え
と
、今
後
の
対
応
方
針
は
。

刈
田
町
長

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
に
類
す

る
部
署
は
総
務
課
が
担
当
し
て
お

り
、
専
門
部
署
の
設
置
は
考
え
て

い
な
い
が
、
令
和
４
年
度
か
ら
湧

別
町
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
等
に
関
す
る
規
程
を
制
定
、
施

行
し
て
お
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
の
言
動
を
防
止
や
適
切
な
対
応

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
３
年
間
、
本

規
程
に
基
づ
く
職
員
の
申
出
は
な

く
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員

会
へ
の
苦
情
相
談
も
本
町
の
事
案

は
な
い
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
以
外
の
不
適
切

行
為
に
つ
い
て
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
令
和
６
年
度
に
湧
別
町
職
員

の
懲
戒
処
分
等
の
指
針
を
策
定

し
、
本
年
４
月
か
ら
施
行
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
各
種
非
行
行
為

職員へのハラスメ
ント等への対応は

上湧別小学校跡地の
活用は

規程や指針の策定や、
啓発を行い、働きやす
い職場環境を維持する

ワークショップの実施
など、地域と一緒に進
める

下下  田田  議 員議 員

ご
と
に
懲
戒
処
分
の
基
準
を
定
め

る
と
と
も
に
、
適
正
な
処
分
を
決

定
す
る
た
め
に
庁
内
組
織
と
し
て

審
査
委
員
会
の
設
置
を
定
め
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
全
職
員
の
理
解
を
図

る
た
め
課
長
会
議
等
に
お
い
て
も

随
時
啓
発
お
よ
び
注
意
喚
起
を
行

い
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
維

持
に
努
め
て
い
く
。
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関
野
議
員

　

第
３
回
定
例
議
会
に
お
い
て
、

９
月
か
ら
庁
舎
内
に
未
来
づ
く
り

子
育
て
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
つ
く
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
チ
ー
ム
の
中
で
、
ど
の
よ
う

な
内
容
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
ま
た
、
２
月
20
日
付
の
中
央
紙

に
よ
る
と
、
３
党
合
意
文
書
案
の

要
旨
に
、
給
食
費
無
償
化
に
つ
い

て
小
学
校
を
念
頭
に
26
年
度
に
実

施
し
、
中
学
校
へ
の
拡
大
も
で
き

る
限
り
速
や
か
に
実
現
と
あ
っ
た

が
、
町
長
の
給
食
費
無
償
化
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

刈
田
町
長

　
庁
舎
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は
、
課
長
職
を
は
じ
め
12
名
の

職
員
で
構
成
し
、
こ
れ
ま
で
に
５

回
の
会
議
を
開
催
し
て
お
り
、
施

策
等
の
見
え
る
化
に
つ
い
て
議
論

し
て
い
る
。

　
今
後
数
回
の
会
議
を
経
て
、
給

食
費
無
償
化
を
含
め
最
終
的
な
検

討
結
果
が
ま
と
め
ら
れ
、
報
告
が

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
私
の
考
え
と
し
て
、
現
段
階
で

は
給
食
費
無
償
化
の
考
え
は
持
っ

て
い
な
い
が
、
制
度
の
大
枠
は
５

月
中
旬
を
め
ど
に
ま
と
め
る
と
報

道
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
議
論
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

【
再
質
問
】

関
野
議
員

　
文
部
科
学
省
調
査
で
は
、
３
割

の
自
治
体
が
独
自
財
源
や
物
価
高

騰
を
め
ぐ
る
交
付
金
な
ど
を
活
用

し
て
、
完
全
無
償
化
を
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
出
生
数
も
減
少
す

る
中
、
幅
広
い
子
育
て
支
援
対
策

と
し
て
急
務
で
は
な
い
か
。

Ｑ

Ａ

給食費無償化への
考えは

国の動向を注視し、
要望を行っていく

る
事
例
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
親
子
が
安
心
し
て

体
験
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
初
心
者
向

け
の
入
門
施
設
と
し
て
刷
新
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
シ
ブ
ノ
ツ
ナ
イ
竪

穴
住
居
を
模
し
て
当
時
の
生
活
様

式
を
体
験
で
き
る
仕
掛
け
を
設
け

る
こ
と
で
、
訪
れ
る
人
々
に
楽
し

く
魅
力
的
な
体
験
を
提
供
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
体
育

館
を
郷
土
資
料
館
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
で
、
充
実
感
を
一
層
高
め

る
こ
と
が
可
能
と
考
え
る
が
、
町

長
の
考
え
は
。

刈
田
町
長

　
閉
校
と
な
る
４
校
の
う
ち
中
湧

別
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎

等
整
備
事
業
に
お
い
て
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
活
用
し
て
新
庁
舎
を
建
設

し
、
校
舎
も
改
修
、
活
用
す
る
計

画
と
し
て
い
る
が
、
残
り
３
校
は

活
用
の
方
向
性
が
決
定
し
て
い
な

い
。

　
空
き
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
今
後
町
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か

ら
幅
広
く
意
見
を
聞
く
機
会
と
検

討
す
る
場
を
設
け
て
方
向
性
を
見

い
だ
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
に
お
い
て

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
招
聘

事
業
に
て
外
部
専
門
家
を
招
聘

し
、
空
き
校
舎
等
の
利
活
用
を
検

討
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

【
再
質
問
】

下
田
議
員

　
幅
広
く
意
見
を
聞
く
と
の
こ
と

だ
が
、
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う

な
意
見
公
募
や
協
議
会
の
開
催
、

ま
た
は
専
門
家
の
意
見
聴
取
な
ど

の
プ
ロ
セ
ス
を
予
定
さ
れ
て
い
る

か
。
そ
の
意
見
を
ど
の
よ
う
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
反
映
し
、
具
体
的

な
対
策
と
し
て
形
に
し
て
い
く
計

画
な
の
か
。

刈
田
町
長

　
現
時
点
（
３
月
11
日
現
在
）
で

は
ま
だ
活
用
中
で
あ
り
具
体
的
に

公
に
表
明
し
て
活
用
す
る
こ
と
は

し
て
お
ら
ず
、
富
美
小
学
校
、
開

盛
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
現
在
地

域
で
の
活
用
の
方
法
は
考
え
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
全
国
各
地
で
の
閉
校
、
廃
校
後

の
活
用
事
例
に
お
け
る
活
用
事
例

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
方
々

が
参
加
し
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
拡
大
す
る
な
ど
、
有
利
な
国

の
財
政
支
援
、
整
備
後
の
管
理
体

制
等
を
含
め
、
地
域
と
一
緒
に
進

め
て
い
き
た
い
。

刈 田 町 長刈 田 町 長

関 野関 野  議 員議 員
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Ｑ

Ａ

デジタル教科書利用
の考えは

子どもたちが学びやす
い方法を考えていく

高 田 議 員高 田 議 員

刈
田
町
長

　
現
在
給
食
の
高
騰
部
分
に
つ
い

て
は
全
て
町
の
ほ
う
で
負
担
し
て

い
る
。

　
基
本
的
に
入
院
患
者
、
高
齢
者

施
設
等
々
も
含
め
給
食
費
に
対
し

て
は
自
己
負
担
で
あ
り
、
あ
る
程

度
の
負
担
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
給
食
の
質
の
向
上
、
ま
た
地
産

地
消
と
し
て
、
地
域
お
よ
び
道
産

の
も
の
を
極
力
使
う
よ
う
努
力

し
、
ま
た
、
町
内
の
牛
乳
を
町
内

の
子
供
た
ち
が
飲
め
る
よ
う
な
形

を
取
れ
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

　

給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

は
、
現
在
国
で
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
本
町
は
全
て
の
学
校
が
義
務

教
育
学
校
で
あ
り
、
小
学
校
の
学

年
が
無
償
化
に
な
れ
ば
、
当
然
中

学
校
の
学
年
も
無
償
化
に
な
っ
て

い
く
と
い
っ
た
状
況
は
考
え
て
お

り
、
国
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら

要
望
も
行
っ
て
い
く
。

Ｑ

Ａ

旭川紋別自動車道
延伸の状況は

要望中であり、一
日も早い全線開通
を望む

高
田
議
員

　
旭
川
紋
別
自
動
車
道
、
遠
軽
上

湧
別
道
路
３
．８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
新
規
事
業
化
が
承
認
さ
れ
、
設

置
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
延
伸
さ
れ
る
場
合
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
が
想

定
さ
れ
る
の
か
と
、
現
況
北
海
道

開
発
局
等
か
ら
の
問
合
せ
、
調
査

等
の
依
頼
は
あ
る
の
か
。

　

刈
田
町
長

　
（
仮
称
）
上
湧
別
Ｉ
Ｃ
か
ら
紋

別
間
の
ル
ー
ト
は
、
調
査
中
区
間

と
な
っ
て
お
り
、
高
規
格
道
路
旭

川
・
紋
別
自
動
車
道
早
期
建
設
促

進
期
成
会
に
お
い
て
調
査
促
進
を

要
望
し
て
い
る
。

　
現
在
、
湧
別
町
内
の
ル
ー
ト
図

は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
北
海
道
開

発
局
か
ら
の
問
合
せ
や
調
査
依
頼

も
な
い
が
、
一
日
も
早
い
全
線
開

通
を
望
ん
で
い
る
。

高
田
議
員

　
中
教
審
は
、
紙
の
教
科
書
の
代

替
教
材
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

も
正
式
な
教
科
書
に
位
置
づ
け
る

方
向
性
を
示
し
、
教
育
委
員
会
が

ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
方
式
を
検
討
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
情
報
過
多
や

脳
の
発
達
、
視
力
に
悪
影
響
が
あ

る
な
ど
の
指
摘
も
あ
る
。

　

本
町
で
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
教
科

書
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
く
の

か
。

　

阿
部
教
育
長

　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
特
徴
と
し

て
、
文
字
の
拡
大
や
文
章
の
読
み

上
げ
機
能
な
ど
、
そ
れ
ら
を
利
用

し
て
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る

児
童
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

　
ま
た
、
全
て
の
教
科
書
が
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
化
と
な
れ
ば
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
１
台
を
持
ち
歩
く
こ
と
で

重
た
い
教
科
書
を
毎
日
運
ば
な
く

て
も
よ
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
脳
の
発
達

や
視
力
に
悪
影
響
が
あ
る
と
い
う

指
摘
が
あ
る
が
、
毎
時
間
必
ず
使

う
も
の
で
は
な
く
、
発
達
段
階
に

応
じ
て
使
う
頻
度
も
異
な
る
こ
と

か
ら
、
現
場
の
教
員
か
ら
情
報
を

聞
き
取
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
も
含

め
て
子
供
一
人
一
人
の
特
性
を
鑑

み
て
、
今
後
中
教
審
や
文
科
省
、

他
の
自
治
体
な
ど
の
動
向
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

【
再
質
問
】

高
田
議
員

　
中
教
審
に
よ
る
と
、
教
科
書
の

内
容
の
一
部
を
紙
で
学
習
し
、
残

り
を
端
末
で
学
ぶ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

教
科
書
と
い
う
構
想
も
あ
る
が
、

阿 部 教 育 長阿 部 教 育 長
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私
は
、
あ
る
程
度
紙
の
要
素
を
残

し
た
ほ
う
が
教
科
書
と
し
て
い
い

と
思
っ
て
い
る
が
、
中
教
審
が
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
を
採
用
し
た
場
合

の
考
え
は
。

阿
部
教
育
長

　
方
針
と
し
て
、
紙
媒
体
、
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
、
両
方
を
使
え
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
、
こ
の
３
つ
の
選
択

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
現
状
と
し

て
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
統
一
し
て

教
科
書
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う

よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
管
内
の
教
科
書
採
択
教
育
委
員

会
協
議
会
の
中
で
十
分
練
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
既
に
湧
別
町

で
は
昨
年
か
ら
５
、６
年
生
な
ど

の
英
語
や
算
数
な
ど
で
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
全

教
科
に
採
用
す
る
こ
と
も
含
め
、

子
供
た
ち
が
学
び
や
す
い
方
法
を

十
分
考
え
な
が
ら
今
後
も
協
議
し

て
い
く
。

Ｑ

Ａ

檜
山
議
員

　
森
林
由
来
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

は
、
適
切
な
森
林
管
理
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
な
ど
の
吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ

ト
と
し
て
国
な
ど
が
認
証
す
る
制

森林由来のクレジッ
ト制度の導入を

森林資源の活用プロ
ジェクトを進めながら
検討する

檜 山 議 員檜 山 議 員

度
で
あ
り
、
湧
別
町
は
森
林
面
積

２
万
７
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
有
し
て

い
る
。

　
国
は
２
０
２
０
年
に
２
０
５
０

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
か
ら
森
林
な
ど
の
吸

収
量
を
差
し
引
い
て
排
出
量
を

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
取
組
と
し
て
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
標

に
宣
言
し
、
本
町
に
お
い
て
も
令

和
６
年
度
の
町
政
執
行
方
針
に
て

宣
言
が
さ
れ
、
取
組
を
進
め
て
い

る
。

　
本
町
の
取
組
は
、
公
共
施
設
の

照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
Ｅ
Ｖ
車

の
導
入
で
排
出
量
の
抑
制
と
、
ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
で
藻
に
よ
る
二
酸

化
炭
素
吸
収
を
推
進
す
る
も
の
だ

が
、
森
林
に
つ
い
て
の
記
述
が
な

く
、
若
木
を
育
て
、
切
っ
て
使
い
、

ま
た
育
て
て
い
く
サ
イ
ク
ル
、
森

林
整
備
の
推
進
に
は
財
源
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
。

　
森
林
由
来
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

の
導
入
を
図
る
こ
と
で
、
温
室
ガ

ス
吸
収
分
に
つ
い
て
企
業
な
ど
の

買
上
げ
が
期
待
さ
れ
、
森
林
整
備

の
財
源
に
な
る
こ
と
か
ら
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
。

刈
田
町
長

　
森
林
由
来
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
Ｊ
―

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
）
は
、
適
切
な

森
林
管
理
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
な
ど
に
よ
り
、
温
室

効
果
ガ
ス
吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト

と
し
て
国
が
認
証
し
、
吸
収
量
、

削
減
量
を
企
業
や
団
体
に
売
却
す

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
り
、

町
有
林
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
吸
収

量
と
排
出
量
が
ど
の
程
度
あ
る
の

か
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
が
可

能
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。

　
本
町
の
町
有
林
と
し
て
は
、
人

工
林
の
毎
年
の
伐
採
に
よ
り
、
二

酸
化
炭
素
の
吸
収
量
よ
り
排
出
量

の
ほ
う
が
多
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
森
林
を
基
点
と
し
て
新
た
な

森
林
管
理
体
制
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
の
実
現
な

ど
の
調
査
を
行
う
森
林
資
源
活
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
と
併
せ

て
、
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
活

用
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
調
査
検

討
を
実
施
し
て
い
く
。

【
再
質
問
】

檜
山
議
員

　
町
有
林
は
、
経
営
計
画
に
基
づ

き
造
林
事
業
な
ど
実
施
し
て
い
る

が
、
排
出
量
が
上
回
る
立
木
処
分

が
い
つ
ま
で
も
続
か
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　
森
林
由
来
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
導
入

は
お
お
よ
そ
２
年
を
要
し
、
費
用

も
２
０
０
万
円
程
度
か
か
る
。

　
他
市
町
村
の
導
入
で
は
、
民
間

企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
事
務
手

続
や
費
用
を
民
間
企
業
に
お
願
い

し
、
発
行
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
そ

の
企
業
に
少
し
安
い
価
格
で
販
売

す
る
方
法
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
町
有
林
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
導
入
を

図
る
こ
と
で
、
民
有
林
に
対
す
る

導
入
へ
の
先
導
的
な
役
割
に
も
な

る
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
承
認
を
受

け
ら
れ
る
の
は
い
つ
頃
に
な
る
と

見
込
ん
で
い
る
か
。

　
ま
た
、
町
有
林
は
６
割
が
人
工

林
だ
が
、
二
酸
化
炭
素
は
、
人
工

林
の
育
成
林
の
ほ
う
が
吸
収
量
が

大
き
い
よ
う
で
、
天
然
林
か
ら
人

工
林
へ
の
積
極
的
な
転
換
を
図
る

べ
き
で
は
。

ゆうべつ町議会だより　第61号　2025.5 10



Ｑ

Ａ

金の試掘調査に対す
る安全確認の充実を

遠軽町、北海道に監
視についてお願いを
していく

村
川
議
員

　
金
の
高
騰
に
よ
り
遠
紋
地
区
の

鉱
脈
に
外
資
系
企
業
が
試
掘
事
業

の
実
施
に
向
け
作
業
を
進
め
て
い

る
が
、
紋
別
市
で
は
住
民
、
漁
協
、

市
議
会
の
反
対
を
受
け
、
市
長
は

業
者
と
の
同
意
を
撤
回
し
た
と
の

報
道
が
あ
っ
た
。

　
今
回
湧
別
町
に
も
関
わ
り
の
あ

る
遠
軽
町
で
は
、
四
、五
年
前
か

ら
生
田
原
で
試
掘
が
始
ま
っ
て
い

る
が
、
白
竜
山
で
の
試
掘
に
遠
軽

町
が
同
意
書
を
交
わ
し
て
い
る
と

伺
っ
た
。

　
私
は
、
以
前
国
が
猛
毒
で
あ
る

と
使
用
禁
止
し
た
農
薬
が
山
林
に

埋
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

一
般
質
問
を
し
た
経
過
が
あ
る

が
、
こ
の
農
薬
は
白
竜
山
付
近
に

埋
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。

　
町
長
は
遠
軽
町
か
ら
試
掘
の
件

で
話
を
聞
い
て
い
た
の
か
。

　
ま
た
、
西
部
森
林
管
理
署
が
埋

め
て
い
る
農
薬
処
理
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
処
理
し
て
い
く
、
ま

た
管
理
中
の
経
過
に
つ
い
て
随
時

報
告
す
る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、

報
告
は
さ
れ
て
い
る
の
か
、
撤
去

さ
れ
た
の
か
。

刈
田
町
長

　
遠
軽
町
内
白
竜
地
区
で
の
試
掘

調
査
に
つ
い
て
は
、
試
掘
権
の
許

可
を
受
け
た
企
業
が
遠
軽
町
長
の

指
示
を
受
け
、
昨
年
11
月
に
来
町

村 川 議 員村 川 議 員

刈
田
町
長

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
関
係
者
、
業
者
と
も
協
議
し
、

本
町
の
町
有
林
の
中
で
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
創
出
が
で
き
る
か
検
討
し
た

が
、
発
行
で
き
な
い
可
能
性
も
あ

る
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。

　
町
有
林
の
経
営
計
画
に
つ
い
て

は
今
後
も
同
じ
形
で
進
め
、
Ｊ
―

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
、
そ
の
吸
収

量
を
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
と
し

て
実
施
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の

方
向
に
進
ん
で
い
き
た
い
が
、
伐

採
量
を
減
ら
し
て
オ
フ
セ
ッ
ト
に

向
か
う
か
、
費
用
対
効
果
も
考
え

つ
つ
、
森
林
資
源
の
活
用
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
３
年
間
続
け
る
中
で

検
討
し
て
い
く
。

　

天
然
林
の
販
売
に
つ
い
て
は
、

現
在
木
材
価
格
の
大
幅
な
減
少
に

よ
っ
て
行
っ
て
い
な
い
が
、
非
常

に
価
値
の
あ
る
天
然
林
が
生
育
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
だ
時
期
尚

早
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
含

め
て
検
討
す
る
。

し
、町
お
よ
び
湧
別
漁
協
に
対
し
、

概
要
説
明
を
行
い
、
町
、
湧
別
漁

協
共
に
、
試
掘
の
環
境
対
策
に
万

全
を
期
す
よ
う
要
請
し
た
。

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
含
有
す
る
除

草
剤
埋
設
地
に
つ
い
て
は
、
現
在

林
野
庁
に
お
い
て
処
理
に
向
け
た

技
術
的
な
調
査
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
遠
軽
町
に
埋

設
さ
れ
て
い
る
除
草
剤
の
搬
出
処

理
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
早
期
の
処
理
技
術
の
確
立
と
搬

出
を
要
望
し
て
い
く
。

　
農
薬
の
管
理
中
の
随
時
報
告
に

つ
い
て
は
、
網
走
西
部
森
林
管
理

署
よ
り
令
和
４
年
10
月
に
全
て
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
検
出
下
限
値

未
満
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

特
定
濃
度
計
量
証
明
書
の
写
し
を

受
領
し
、
そ
の
後
、
令
和
６
年
10

月
ま
で
の
計
４
回
の
定
期
点
検
結

果
も
異
常
な
し
と
の
報
告
を
受
け

て
い
る
。

【
再
質
問
】

村
川
議
員

　
河
川
上
流
で
の
試
掘
は
湧
別
の

住
民
、
営
農
用
水
に
重
大
な
問
題

に
な
り
か
ね
な
い
。

　
遠
軽
町
に
は
採
掘
が
始
ま
る
と

鉱
山
税
が
入
る
が
湧
別
町
に
は
な

に
も
な
い
。
も
し
問
題
が
発
生
し

た
と
き
は
害
だ
け
が
湧
別
町
に
く

る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
重
要
な
話
を
聞
い

た
の
で
あ
れ
ば
議
会
に
報
告
す
べ

き
だ
っ
た
と
思
う
が
、
な
ぜ
報
告

し
な
か
っ
た
の
か
。

　
今
後
遠
軽
町
の
事
業
の
推
移
を

議
会
、
住
民
に
十
分
随
時
報
告
す

べ
き
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
万
が
一
に
備
え
、
遠
軽
町
、
業

者
に
対
し
て
対
策
を
講
じ
て
も
ら

う
よ
う
文
書
化
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

刈
田
町
長

　

今
回
の
金
の
試
掘
の
許
可
は
、

あ
く
ま
で
も
鉱
業
法
に
の
っ
と

り
、
経
済
産
業
大
臣
が
行
う
許
可

行
為
で
、
本
町
へ
の
意
見
照
会
等

は
一
切
な
く
、
遠
軽
町
長
か
ら
業

者
に
対
し
湧
別
町
に
説
明
を
し
て

欲
し
い
と
い
う
話
が
あ
っ
て
初
め

て
知
っ
た
内
容
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
当
然
住
民
の
安

心
、
安
全
の
た
め
注
視
し
、
町
で

で
き
る
範
囲
の
中
で
水
質
検
査
等

も
例
年
ど
お
り
実
施
し
た
う
え

で
、
異
常
が
発
生
し
た
場
合
等
に
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は
速
や
か
な
対
応
を
取
る
が
、
現

在
町
と
し
て
の
発
言
が
で
き
る
範

囲
外
の
部
分
で
あ
る
の
で
、
遠
軽

町
長
と
も
十
分
協
議
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

　
試
掘
許
可
業
者
へ
の
監
視
に
つ

い
て
は
遠
軽
町
、
北
海
道
に
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
湧
別
町
に

対
す
る
報
告
義
務
等
は
な
い
こ
と

か
ら
、
わ
か
っ
た
内
容
が
あ
れ
ば

行
政
報
告
な
ど
で
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
く
。Ｑ

Ａ

酒
井
議
員

　
報
道
で
は
老
築
化
し
た
水
道
管

の
破
損
に
よ
り
、
路
面
の
崩
落
事

水道管の耐震化計画の
進捗状況は

耐用年数に問題ないが
耐震化への検討を進め
ている

故
が
多
発
し
て
い
る
が
、
湧
別
町

に
お
い
て
も
、
耐
用
年
数
の
経
過

し
た
管
が
数
多
く
あ
り
、
過
去
の

一
般
質
問
に
お
い
て
町
長
は
耐
震

化
工
事
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、

特
に
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し

て
、
早
急
に
耐
震
化
計
画
の
策
定

を
進
め
る
と
言
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
大
規
模
な
災
害
の
発
生

に
よ
り
、
水
の
重
要
性
が
改
め
て

認
識
さ
れ
、
基
幹
管
路
の
改
修
に

は
現
在
国
の
補
助
が
な
い
こ
と
か

ら
、
全
国
自
治
体
が
国
に
補
助
要

請
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
計
画
の
進
捗
状
況
と
改

修
の
実
態
は
。

酒 井 議 員酒 井 議 員

小 形 議 員小 形 議 員

刈
田
町
長

　

国
が
定
め
て
い
る
基
幹
管
路

は
、
取
水
施
設
と
浄
水
場
を
結
ぶ

導
水
管
と
浄
水
場
か
ら
配
水
池
、

重
要
施
設
を
つ
な
ぐ
配
水
管
を
指

し
て
お
り
、
本
町
で
は
お
お
よ
そ

30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

　
現
在
こ
の
基
幹
管
路
に
耐
用
年

数
が
経
過
し
た
箇
所
は
な
い
が
、

耐
震
化
計
画
に
つ
い
て
は
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　
令
和
６
年
４
月
よ
り
水
道
事
業

を
管
理
監
督
す
る
省
庁
が
国
土
交

通
省
へ
移
管
さ
れ
、
耐
震
化
に
向

け
た
補
助
事
業
に
つ
い
て
補
助
率

を
上
げ
る
こ
と
等
要
望
を
行
っ

た
。

　
湧
別
町
で
は
お
よ
そ
30
年
間
消

費
税
部
分
以
外
は
改
定
せ
ず
、
低

廉
な
料
金
維
持
に
努
め
て
き
た

が
、
今
後
補
助
事
業
を
活
用
し
た

と
し
て
も
耐
震
化
費
用
は
水
道
料

金
で
賄
う
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、

水
道
料
金
の
大
幅
な
引
上
げ
も
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　
水
道
料
金
等
は
、
住
民
生
活
に

直
結
す
る
問
題
で
あ
る
の
で
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

小
形
議
員

　
湧
別
町
公
共
施
設
再
配
置
実
行

計
画
で
は
、
２
０
１
７
年
か
ら
10

年
ご
と
に
公
共
施
設
建
物
総
面
積

を
10
％
削
減
し
、
４
期
40
年
後
に

40
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
築
30
年
を
経
過
し
た
老

朽
化
施
設
が
43
％
あ
り
、
施
設
を

40
年
間
維
持
し
続
け
る
と
年
31
億

円
の
経
費
が
か
か
る
と
試
算
し
、

町
が
維
持
で
き
る
12
億
円
に
抑
制

す
る
と
し
て
い
る
。

　
住
民
の
ニ
ー
ズ
、
時
代
に
合
っ

た
施
設
の
在
り
方
を
求
め
ら
れ
て

お
り
、
類
似
公
共
施
設
の
効
率
的

な
施
設
配
置
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　
現
在
の
計
画
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
方
向
性
は
。

刈
田
町
長

　
計
画
の
第
１
期
目
は
、
平
成
29

年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
10

年
間
で
、
現
在
の
計
画
の
進
捗
率

は
、
令
和
５
年
度
末
時
点
の
削
減

率
で
４
．59
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
公
共
施
設
の
適
正
配
置
に
つ
い

て
は
廃
止
、
用
途
変
更
、
譲
渡
な

ど
を
進
め
、
地
域
会
館
等
の
廃
止

は
、
地
域
と
の
合
意
を
得
な
が
ら

進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
に
つ
い
て
は
湧
別

町
立
小
中
学
校
適
正
配
置
計
画
、

公
営
住
宅
は
湧
別
町
公
営
住
宅
等

Ｑ

Ａ

公共施設の適切な配置
を

優先度を判定し、地域の
合意を得ながら適正配置
を進める
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長
寿
命
化
計
画
に
て
廃
止
・
更
新

等
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
も
町
全
体
の
施
設
を
一
体

的
に
捉
え
た
施
設
整
備
の
優
先
度

を
判
定
し
、
公
共
施
設
の
適
正
配

置
を
進
め
て
い
く
。

【
再
質
問
】

小
形
議
員

　
公
共
施
設
の
う
ち
、
公
営
住
宅

面
積
は
全
体
の
28
％
、
学
校
施
設

は
19
％
、
集
会
施
設
は
７
％
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
は
７
％
、
庁
舎
等
は

５
％
と
そ
れ
ぞ
れ
解
体
・
統
合
等

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
長
期
展
望
を
も
っ
て
財

政
等
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
施
設

の
統
廃
合
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
が
、
町
長
の
考
え
は
。

刈
田
町
長

　
集
会
施
設
に
お
い
て
は
地
域
の

合
意
を
得
な
が
ら
、
２
つ
あ
る
施

設
を
１
つ
に
削
減
す
る
よ
う
申
出

を
行
っ
て
い
る
。

　
町
内
の
学
校
は
全
て
４
月
か
ら

義
務
教
育
学
校
に
な
り
、
４
校
が

閉
校
と
な
っ
た
。

　
公
営
住
宅
も
民
間
賃
貸
ア
パ
ー

ト
の
推
奨
を
し
、
公
営
住
宅
整
備

箇
所
数
を
減
ら
し
た
計
画
と
し
て

い
る
。

　
合
併
後
15
年
が
経
過
し
、
数
が

多
い
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
解

体
・
売
却
含
め
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
庁
舎
に
つ
い
て
も
、
現
在
３
か

所
に
分
か
れ
て
業
務
を
行
っ
て
お

り
、
令
和
４
年
か
ら
検
討
委
員
会

を
設
立
し
、
今
３
年
を
超
え
た
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

　
昨
年
度
、
継
続
費
と
し
て
基
本

設
計
、
実
施
設
計
を
進
め
て
、
新

町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
、
新
町

の
基
本
計
画
の
変
更
に
お
い
て
も

令
和
10
年
ま
で
の
計
画
の
延
長
を

認
め
て
い
た
だ
き
、
新
た
な
庁
舎

等
の
整
備
に
つ
い
て
の
計
画
の
承

認
を
い
た
だ
い
た
。

　
今
後
大
き
な
公
共
施
設
に
な
る

と
当
然
大
き
な
事
業
費
が
か
か
る

の
で
、
住
民
負
担
の
か
か
ら
な
い

よ
う
な
中
で
進
め
て
い
き
た
い
。

町長の町長の

――  要約掲載 要約掲載 ――

行政報告行政報告

　
町
内
に
居
住
す
る
方
よ
り
提
訴

さ
れ
て
い
る
２
件
の
訴
訟
の
状
況

に
つ
い
て
、
１
件
目
は
、
新
庁
舎

等
整
備
事
業
設
計
業
務
委
託
の
予

算
に
つ
い
て
、
特
別
多
数
議
決
を

経
て
い
な
い
こ
と
が
地
方
自
治
法

違
反
で
あ
る
と
し
て
、
特
別
多
数

議
決
と
し
て
採
決
す
る
ま
で
、
同

予
算
の
執
行
差
し
止
め
を
求
め
ら

れ
た
差
止
請
求
事
件
で
す
。

　
去
る
１
月
28
日
に
第
１
回
口
頭

弁
論
が
行
わ
れ
、
代
理
人
の
弁
護

士
が
出
頭
し
、
控
訴
の
棄
却
を
求

め
ま
し
た
。

　
同
日
、全
て
の
弁
論
を
終
結
し
、

４
月
15
日
に
判
決
が
言
い
渡
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
件
目
は
原
告
の
方
が
取
得
し

た
非
木
造
家
屋
に
つ
い
て
、
平
成

行
政
訴
訟

17
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
町

に
納
付
し
た
固
定
資
産
税
の
過
納

付
と
し
て
、
損
害
賠
償
金
８
万
８

千
円
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ
た
損

害
賠
償
請
求
事
件
で
す
。

　
去
る
２
月
20
日
に
釧
路
地
方
裁

判
所
北
見
支
部
で
弁
論
準
備
手
続

き
が
行
わ
れ
、
本
町
の
代
理
人
弁

護
士
が
出
頭
し
ま
し
た
。

　
訴
訟
内
容
の
訂
正
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
裁
判
長
か
ら
改
め
て
争

点
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
４

月
21
日
を
次
回
の
弁
論
準
備
手
続

期
日
と
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
湧
別
町
自
治
基
本
条
例
で
は
４

年
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
点

検
・
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
規
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
令
和
４
年
９

月
に
有
識
者
と
公
募
委
員
15
名
で

組
織
す
る
湧
別
町
自
治
推
進
委
員

会
に
対
し
て
諮
問
し
、
令
和
７
年

１
月
29
日
に
「
条
例
見
直
し
の
必

要
は
な
い
も
の
の
、
運
用
の
改
善

に
向
け
た
提
言
」
と
し
て
答
申
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
３
年
間
に
わ
た
る
検
討
に
改
め

て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。 自

治
基
本
条
例
の
点
検

　
令
和
７
年
１
月
30
日
午
前
８
時

過
ぎ
、
湧
別
町
芭
露
内
の
道
道
に

お
い
て
、
ト
ラ
ッ
ク
と
乗
用
車
が

衝
突
し
、
乗
用
車
を
運
転
し
て
い

た
40
代
の
男
性
が
亡
く
な
る
大
変

痛
ま
し
い
交
通
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
事
故
に
よ
り
本
町
の
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
の
日
は
１
８
８
日
で

中
断
し
、
新
た
に
３
０
０
日
の
目

標
を
立
て
ま
し
た
。

　

去
る
１
月
15
日
に
ホ
ク
レ
ン

農
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理

事
会
長
篠
原
末
治
様
よ
り
「
湧

別
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
推
進
事
業
」
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
と
し
て
、
１
０
０
万
円
の
ご
寄

附
の
申
出
を
い
た
だ
き
、
２
月
17

日
に
受
納
い
た
し
ま
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貴
重
な
浄

財
は
、
ご
意
向
に
沿
っ
て
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

死
亡
交
通
事
故
の
発
生

寄
附
の
採
納
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今
回
で
39
回
目
の
「
湧
別
原
野

オ
ホ
ー
ツ
ク
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
大
会
」
が
去
る
２
月
23
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
内
最
長
の
湧
別
原
野
80
キ
ロ

コ
ー
ス
な
ど
個
人
６
種
目
と
、
ス

キ
ー
駅
伝
の
部
と
合
わ
せ
、
総
勢

７
３
４
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま

し
た
が
、
遠
軽
地
区
の
少
雪
の
影

響
に
よ
り
昨
年
に
引
き
続
き
、
遠

軽
東
球
場
か
ら
湧
別
町
の
ゴ
ー
ル

ま
で
の
湧
別
コ
ー
ス
を
メ
イ
ン
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
選
手
た
ち
は
雄
大
な
湧
別
原

野
を
駆
け
抜
け
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
、
湧
別
コ
ー
ス
の
完
走
率
は
、

98
．57
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
開
催
に
あ
た
り
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
多
く
の
町
民
の
皆
様

と
関
係
機
関
の
皆
様
方
に
心
か
ら

お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
39
回
湧
別
原
野

 
オ
ホ
ー
ツ
ク
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

令和７年

令和７年１月10日開会
～補正予算を可決～

第１回  臨時会
令
和
６
年
度
一
般
会
計

　
　

  

補
正
予
算
を
可
決 第１回臨時会が１月１０日に開会し、町長

から議案３件が提出され、審議しました。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
が
提
出

さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、
全

会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

（
い
ず
れ
も
１
万
円
未
満
切
捨
て
）

◇
一
般
会
計

・
補
正
合
計
で
１
億
４
１
０
７
万

円
を
追
加
し
、
総
額
１
１
１
億
３

１
６
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

〇
財
政
調
整
基
金
・
地
域
福
祉
基

金
積
立
金　
　
　
３
１
０
０
万
円

　
元
上
湧
別
町
長
松
田
隆
氏
が
12

月
９
日
に
逝
去
さ
れ
、
松
田
家
と

の
合
同
葬
に
て
12
月
12
日
に
通

夜
、
13
日
に
葬
儀
を
滞
り
な
く
執

行
で
き
ま
し
た
。

　
松
田
隆
氏
は
３
期
12
年
上
湧
別

町
長
と
し
て
町
の
発
展
と
町
民
福

祉
の
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
去
る
12
月
18
日
に
喪
主

を
務
め
ら
れ
た
松
田
直
樹
様
よ

り
、
子
育
て
支
援
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
１
０
０
万
円
の
ご
寄
附
の

申
出
が
あ
り
受
納
い
た
し
ま
し

た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貴
重
な
浄

財
は
、
ご
意
向
に
沿
っ
て
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

元
上
湧
別
町
長
ご
逝
去

に
伴
う
合
同
葬
の
執
行

〇
介
護
福
祉
施
設
等
支
援
給
付
金

７
６
４
万
円

〇
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

　
給
付
金 　
　　
４
０
２
０
万
円

〇
生
活
支
援
臨
時
特
別
給
付
金

　
９
２
４
万
円

〇
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援

　
商
品
券
取
扱
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
１
７
４
２
万
円

〇
水
道
事
業
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
１
４
３
０
万
円

〇
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
繰
出
金　
　
　
　
１
４
６
万
円

〇
水
道
未
使
用
世
帯
等
支
援

　
給
付
金　
　
　
　
　
６
１
万
円

〇
営
農
燃
油
価
格
高
騰
緊
急
対
策

　
給
付
金　
　
　
１
６
１
０
万
円

◇
水
道
事
業
会
計

・
収
益
的
収
入
に
お
い
て
営
業
収

益
の
う
ち
１
４
３
０
万
円
を
営
業

外
収
益
に
補
正
し
ま
し
た
。

◇
簡
易
水
道
事
業
会
計

・
収
益
的
収
入
に
お
い
て
営
業
収

益
の
う
ち
１
４
６
万
円
を
営
業
外

収
益
に
補
正
し
ま
し
た
。

町長の町長の

――  要約掲載 要約掲載 ――

行政報告行政報告
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町
内
に
居
住
す
る
方
よ
り
提
訴

さ
れ
て
い
る
２
件
の
訴
訟
の
状
況

に
つ
い
て
、
１
件
目
は
原
告
の
方

が
取
得
し
た
非
木
造
家
屋
に
つ
い

て
、
平
成
17
年
度
か
ら
令
和
６
年

度
ま
で
町
に
納
付
し
た
固
定
資
産

税
の
過
納
付
と
し
て
、
損
害
賠
償

金
８
万
８
千
円
の
支
払
い
を
求
め

ら
れ
た
損
害
賠
償
請
求
事
件
で

す
。

　
去
る
12
月
12
日
に
釧
路
地
方
裁

判
所
北
見
支
部
で
弁
論
準
備
手
続

き
が
行
わ
れ
、
本
町
の
代
理
人
弁

護
士
が
出
頭
し
ま
し
た
。

　
裁
判
官
か
ら
は
当
該
固
定
資
産

の
評
価
の
時
期
が
主
た
る
争
点
に

な
る
と
の
判
断
が
示
さ
れ
、
２
月

20
日
を
弁
論
準
備
手
続
期
日
と
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
件
目
は
、
新
庁
舎
等
整
備
事

業
設
計
業
務
委
託
の
予
算
に
つ
い

て
、
特
別
多
数
議
決
を
経
て
い
な

い
こ
と
が
地
方
自
治
法
違
反
で
あ

る
と
し
て
、
特
別
多
数
議
決
と
し

て
採
決
す
る
ま
で
、
同
予
算
の
執

行
差
し
止
め
を
求
め
ら
れ
た
差
止

請
求
事
件
で
す
。

　
釧
路
地
方
裁
判
所
で
の
第
１
審

行
政
訴
訟

判
決
は
、
町
の
全
面
勝
訴
判
決
と

な
り
ま
し
た
が
、
原
告
は
こ
の
判

決
を
不
服
と
し
、
札
幌
高
等
裁
判

所
に
控
訴
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
控
訴
審
の
第
１
回
口
頭
弁

論
が
１
月
28
日
に
指
定
さ
れ
た
の

で
、
弁
護
士
と
共
に
本
町
の
主
張

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
去
る
12
月
13
日
に
小
樽
商
科
大

学
と
10
項
目
に
わ
た
る
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

調
定
式
を
上
湧
別
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
小

樽
商
科
大
学
穴
沢
学
長
、
江
頭
副

学
長
の
ほ
か
、
北
見
工
業
大
学
村

田
副
学
長
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
回
の
協
定
は
、
小
樽
商
科
大

学
の
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
シ
テ
ィ

構
想
」
の
提
案
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
小
樽
商
科
大
学
卒
業
生
で
同

窓
会
理
事
長
を
長
く
お
勤
め
に

な
っ
た
本
町
出
身
の
島
崎
憲
明
さ

ん
に
縁
を
取
り
持
っ
て
い
た
だ
き

締
結
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　
本
町
に
住
み
な
が
ら
に
し
て
大

学
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

小
樽
商
科
大
学
と
の

包
括
連
携
協
定
の
締
結

く
り
、
小
樽
商
科
大
学
サ
テ
ラ
イ

ト
教
室
の
開
設
に
向
け
、
協
議
に

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
去
る
12
月
13
日
に
上
湧
別
玉
葱

振
興
会
様
か
ら
14
年
連
続
で
玉
ね

ぎ
１
０
０
０
㎏
の
ご
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。

　
学
校
給
食
に
地
場
産
物
を
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒

が
地
元
の
産
業
に
対
す
る
関
心
を

深
め
、
食
を
通
じ
て
自
然
の
恵
み

の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
と

い
っ
た
重
要
な
食
育
の
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
近
年
の
食
料
品
価

格
高
騰
の
中
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

玉
ね
ぎ
の
寄
贈

　
去
る
12
月
６
日
に
札
幌
市
の
株

式
会
社 

岩
見
田
・
設
計
代
表
取

締
役
社
長
石
山
剛
様
よ
り
「
湧
別

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推

進
事
業
」
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て

寄
附
の
採
納

１
０
０
万
円
、
ま
た
24
日
に
は
湧

別
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
阿
部
俊
彦
様
よ
り
水
産
業
振
興

の
た
め
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
３
千
万
円
の
ご
寄
附
の
申
出

が
あ
り
受
納
い
た
し
ま
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貴
重
な
浄

財
は
、
ご
意
向
に
沿
っ
て
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
12
月
分
の
水
道
料
金

に
て
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
口
座
振
替

利
用
者
様
か
ら
料
金
を
二
重
に
徴

収
す
る
事
態
が
生
じ
ま
し
た
。

　
対
象
は
５
６
０
件
、
合
計
金
額

は
２
４
４
万
８
７
９
０
円
で
す
。

　
問
題
判
明
当
日
で
あ
る
12
月
25

日
に
お
わ
び
状
を
送
付
し
、
27
日

に
全
て
の
皆
様
に
返
金
し
ま
し

た
。

　
担
当
職
員
が
誤
っ
て
口
座
振
替

依
頼
を
２
回
行
っ
た
た
め
で
あ

り
、
再
犯
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

水
道
料
金
の二重

引
き
落
と
し

　主な内容は、議案審議と一般質問です。
　詳しくは、今後のかわらばんや町ホームページでお知らせします。

次の議会定例会は、６月17日から開会予定！
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総
務
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
６
年

第
５
回
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

【
12
月
19
日
】

　
第
４
回
議
会
定
例
会
に
お
い
て

付
託
さ
れ
た
「
住
民
投
票
の
実
施

を
求
め
る
請
願
書
」
に
対
す
る
対

応
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

令
和
７
年

第
１
回
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

【
１
月
23
日
】

　
「
住
民
投
票
の
実
施
を
求
め
る

請
願
書
」
を
提
出
し
た
「
み
ん
な

で
湧
別
の
明
日
を
考
え
る
会
」
の

代
表
者
か
ら
の
趣
旨
説
明
や
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

　令和６年第４回定例会（１２月開会）のあとから令和７年第１回定例会（３月開会）までの
間における常任委員会の活動をお知らせします。

議会・各委員会は傍聴が可能です。議会・各委員会は傍聴が可能です。
　湧別町議会が開催する、議会（定例会年 4 回、臨時会随時）、全員協議会、委員会（議会運営委員会、
総務厚生常任委員会、産業文教常任委員会、広報編集特別委員会など）は、傍聴できます。
　以下の注意事項を確認のうえご参加ください。
　・委員会については事前に議会事務局（01586-2-2130）に申し込みが必要です。

第
２
回
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

【
２
月
13
日
】

　

前
２
回
の
委
員
会
を
踏
ま
え

「
住
民
投
票
の
実
施
を
求
め
る
請

願
書
」
に
つ
い
て
採
決
を
行
い
、

委
員
会
と
し
て
採
択
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

第
３
回
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

【
２
月
19
日
】

●
所
管
事
務
調
査

　
「
介
護
施
設
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
」の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
園
の
現
地
視
察
を

行
い
、施
設
長
か
ら
施
設
の
現
況
、

担
当
課
の
福
祉
課
職
員
か
ら
町
内

の
介
護
施
設
の
状
況
の
聞
き
取
り

を
行
い
ま
し
た
。

●
次
回
の
所
管
事
務
調
査
項
目　
　
　

　
「
健
康
診
断
事
業
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
」
と
「
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
」
を

調
査
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

産
業
文
教
常
任
委
員
会

第
１
回
産
業
文
教
常
任
委
員
会

【
２
月
14
日
】

●
所
管
事
務
調
査

　
「
町
内
農
地
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
」「
新
規
就
農
者
対
策
に
つ

い
て
」
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
農
地
の
売
買
、
賃
貸
等
の
状
況

や
利
用
状
況
の
説
明
、
新
規
就
農

者
に
つ
い
て
は
、
酪
農
業
を
始
め

る
方
の
募
集
状
況
や
、
就
農
に
向

け
た
支
援
、
就
農
後
の
施
設
整
備

補
助
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
人
口
減
が
進
む
中
、
農
業
も
離

農
後
の
就
農
者
確
保
が
必
要
と
し

て
、
今
後
も
積
極
的
な
新
規
就
農

対
策
を
進
め
る
よ
う
お
願
い
を
し

ま
し
た
。

●
次
回
の
所
管
事
務
調
査
項
目

　
「
義
務
教
育
学
校
（
上
湧
別
学

園
）
の
運
営
に
つ
い
て
」
を
調
査

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

第
１
回
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
の
様
子

オ
ホ
ー
ツ
ク
園
現
地
視
察
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議会の活動議会の活動 令和７年２月～４月

　２月　３日（月）
　　　１０日（月）
　　　１１日（火）
　　　１３日（木）
　　　１４日（金）
　　　１９日（水）
　　　２３日（日）
　　　２８日（金）
　３月　１日（土）
　　　　２日（日）
　　　　３日（月）
　　　　５日（水）
　　　１４日（金）
　　　２１日（金）
　　　２４日（月）
　　　２８日（金）
　４月　３日（木）
　　　　４日（金）

　　　　７日（月）
　　　　８日（火）
　　　１６日（水）
　　　１８日（金）

　　　１９日（土）
　　　　　　　　　
　　　２２日（火）
　　　　　　　　　
　　　２５日（金）
　　　３０日（水）

オホーツク町村議会議長会定期総会（遠軽町）
第１回議会議会全員協議会
令和７年度建国記念祭
第２回総務厚生常任委員会
第１回産業文教常任委員会
第３回総務厚生常任委員会
第39回湧別原野オホーツククロスカントリースキー大会表彰式
遠軽地区広域組合議会定例会（遠軽町）
第70回湧別高等学校卒業証書授与式
自衛隊入隊・予定者壮行激励会（遠軽町）
第２回議会運営委員会
第１回議会定例会（～12日）
上川大雪酒造・碧雲蔵訪問（帯広市）
湧別町立富美小学校閉校式
湧別町立上湧別小学校・開盛小学校・中湧別小学校・上湧別中学校閉校式
認定こども園みのり卒園証書授与式
湧別町チャレンジデー実行委員会役員会
認定こども園みのり入園式
遠軽地区総合開発期成会総会（遠軽町）
湧別町立各義務教育学校　開校式および入学式
湧別高等学校入学式
第３回議会運営委員会
湧別町自衛隊協力会総会
湧別町チャレンジデー実行委員会定期総会
湧別町交通安全推進委員会総会
遠軽地区交通安全協会湧別支部設立総会
湧別町安心のまちづくり協議会総会
上湧別学園開校記念式典
紋別防雪道路完成祝賀会（紋別市）
オホーツク紋別空港利用・整備促進期成会監査
湧別町観光協会通常総会
第２回議会広報編集特別委員会
オホーツク圏地域活性化期成会監査

湧別町ホームページ
会議録閲覧

（２次元コード）
湧別町議会会議録がホームページで閲覧できます湧別町議会会議録がホームページで閲覧できます
令和３年１月以降の議会会議録は町ホームページにて閲覧することができます。
令和２年１２月までの会議録の閲覧をご希望の際は、下記閲覧場所にて職員に
お申出ください。

【閲覧場所】　議会事務局（役場上湧別庁舎３階）、湧別図書館、中湧別図書館
【閲覧内容】　平成 21年第 1回臨時会から令和７年第１回臨時会（令和７年１月 10日開催）まで
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第
61
号
の
表
紙

　
４
月
７
日
、
上
湧
別
学
園
の
開
校
式
の
様
子
で
す
。

　

同
日
入
学
式
も
行
わ
れ
、
新
一
年
生
18
人
を
含
む
、

全
校
生
徒
２
２
２
人
で
新
た
な
学
園
の
歴
史
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

新
し
く
整
備
さ
れ
た
教
室
や
前
庭
、
新
し
い
校
旗
、

そ
し
て
新
し
い
友
達
と
、
環
境
は
変
わ
り
ま
す
が
、
児

童
・
生
徒
は
新
し
い
校
歌
を
大
き
な
声
で
歌
っ
て
い
ま

し
た
。
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嘗か
つ

て
は
生
活
の
大
動
脈
だ
っ
た
国
鉄
、
湧
網

線
の
跡
地
。

　

リ
ラ
街
道
の
遊
歩
道
を
友
人
と
中
湧
別
の
消

防
か
ら
湧
別
の
消
防
ま
で
の
10
㎞
弱
、
週
２
～

３
回
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
、
８
年
目
に

な
り
ま
し
た
。

　

折
り
返
し
地
点
の
住
宅
街
の
方
々
と
の
暖
か

い
交
流
も
楽
し
く
、
時
を
忘
れ
る
こ
と
屡し
ば
し
ば々

。

　

雪
解
け
の
土
の
香
り
に
、
沸
き
立
つ
喜
び
は

雪
国
へ
の
自
然
か
ら
の
贈
り
物
で
し
ょ
う
か
。

　

深
い
眠
り
か
ら
目
覚
め
た
小
さ
な
草
花
が
咲

き
、
渡
り
鳥
の
先
発
隊
、
全
長
10
㎝
体
重
５
ｇ

（
１
円
玉
５
枚
）
薄
緑
頭
部
に
菊
の
花
び
ら
を

張
り
付
け
た
模
様
の
「
キ
ク
イ
タ
ダ
キ
」
目
ま

ぐ
る
し
く
動
く
の
が
と
て
も
可
愛
い
。
こ
う
し

て
鳥
の
さ
え
ず
り
が
賑
や
か
に
な
る
と
作
業
機

が
行
き
か
い
農
作
業
が
始
ま
る
、
私
達
は
農
業

リ
タ
イ
ア
組
で
作
業
に
見
と
れ
足
が
止
ま
る
。

　

秋
に
な
る
と
ス
ノ
ー
工
場
の
広
場
に
は
南
瓜

の
コ
ン
テ
ナ
が
高
々
と
積
ま
れ
雪
が
舞
う
頃
、

加
工
す
る
美
味
し
い
匂
い
が
堪た
ま

ら
な
い
…

　

季
節
が
進
み
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
赤
い
実
に
雪
が

積
も
る
綿
帽
子
に
自
然
の
美
し
さ
に
白
い
息
を

吐
き
な
が
ら
も
暫し

ば

し
見
と
れ
て
し
ま
う
。

　

年
が
明
け
五
鹿
山
の
麓
か
ら
見
え
る
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
が
真
っ
白
に
埋
め
尽
く
さ
れ
る
。
季
節

の
移
ろ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
…
と
は
言
え
流
氷

を
渡
り
く
る
風
は
肌
を
突
き
刺
す
痛
さ
、
指
先

も
痛
い
…

　

で
も
、
こ
の
厳
し
い
季
節
の
最
大
の
楽
し
み

は
流
氷
を
避
け
陸
上
げ
さ
れ
た
漁
船
の
勇
壮
な

佇た
た
ずま

い
。

　

湧
別
町
の
文
字
が
何
故
か
誇
ら
し
げ
に
飛
び

込
ん
で
喜
び
を
感
じ
る
。

　

こ
う
し
て
年
間
休
む
こ
と
な
く
整
備
さ
れ
た

環
境
に
感
謝
し
な
が
ら
も
町
の
顔
と
も
言
え
る

遊
歩
道
沿
い
の
花
壇
、
他
町
村
の
花
壇
も
通
り

す
が
り
管
理
さ
れ
た
花
壇
に
癒
さ
れ
ま
す
。

　

私
も
リ
ラ
街
道
花
壇
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

全
て
の
花
壇
が
良
い
環
境
の
中
で
秋
ま
で
咲
き

誇
っ
て
欲
し
い
と
願
い
な
が
ら
。

　

健
康
の
た
め
多
く
の
同
志
と
志
を
共
有
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
、
明
日
も
リ
ラ
街
道
を
歩
き

続
け
ま
す
。

リ
ラ
街
道
を
一
番
歩
い
た
私
達

リ
ラ
街
道
を
一
番
歩
い
た
私
達

芭　
露　

樋ひ
ぐ
ち口　

恵え

み

こ
美
子 

さ
ん　
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